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１．対象とする論文の学術領域  

JACR モノグラフは、以下に関する論文の投稿を歓迎します。  

① 全国がん登録や地域がん登録資料を活用したがんの記述疫学研究  

② 人口動態死亡情報等の政府統計資料を用いた、がんの記述疫学研究  

③ 院内がん登録資料を用いた病院のがん医療機能の評価に関する研究  

④ がん対策の企画、立案、モニタリング、評価に関する政策的研究  

⑤ がん登録事業の充実や、資料の利活用の促進を図るための法社会科学および情報科学的研究  

⑥ がん登録資料との記録照合の結果を用いたコーホート研究  

⑦ その他の国際協同研究を含めたがんの記述疫学的研究  

  

２．投稿受付期間  

当該年度に発行されるモノグラフの投稿受付期限は、同一年度の 9 月 30 日までとします。  

  

３．投稿論文の種類と原稿のスタイル  

(1) 原著  

1) タイトルページ ①タイトル、②著者名、③著者の所属施設、④Corresponding author 名とその連絡先（住所、電話

番号、FAX 番号、電子メール）、⑤論文の種類、⑥要旨と本文それぞれの文字数  

2) 要旨 800 字以内。構造化（目的、方法、結果、結論）が望ましい。  

3) 本文 「1．はじめに」、「2．方法」、「3．結果」、「4．考察」で構成するが、必要に応じ、2.(1),1)と、群小化して良い。

必要に応じ、謝辞を「4．考察」の後につける。謝辞を含め、6000 字以内とする。  

4) 図表は、合計 8 つまでとする。引用文献は、30 編までとする。  

(2) 総説  

1) タイトルページ 原著論文に同じ。  

2) 要旨 800 字以内。  

3) 本文 内容に応じ、適宜構造化を図る。謝辞を含め、8000 字以内とする。  

4) 図表は合計 6 つまでとする。引用文献は、60 編までとする。  

(3) 資料  

地域がん登録資料、政府関係資料、院内がん登録資料等を用いた統計データの提示を中心とした論文や、がん登録

事業やがん対策の充実に役立つと考えられる資料。  

1) タイトルページ 原著論文に同じ。  

2) 要旨 400 字以内。  

3) 本文 内容に応じ、適宜構造化を図る。謝辞を含め、4000 字以内とする。  

4) 図表は合計 10 までとする。引用文献は、20 編までとする。  

(4) がん登録事業活動報告  

登録精度や即時性の向上などに関するユニークな取り組みとその効果評価、広報活動、実務担当者への教育研修活

動など、他県の取り組みの参考になると考えられる活動の紹介。  

1) タイトルページ 原著論文に同じ。  

2) 要旨 400 字以内。  

3) 本文 内容に応じ、適宜、構造化を図る。謝辞を含め、4000 字以内とする。  

4) 図表は合計 6 つまでとする。引用文献は、10 編までとする。  



(5) 提言  

がん登録事業やがん対策の企画、実行、評価活動とその基盤整備に関する提案・提言。提言の狙い・意義、提言の理

論的根拠、提言の根拠となる先行事例、提言が実現した場合に生じるメリットデメリットなどについて、言及すること。  

1) タイトルページ 原著論文に同じ。  

2) 要旨 400 字以内。  

3) 本文 内容に応じ、適宜、構造化を図る。謝辞を含め、4000 字以内とする。  

4) 図表は合計 4 つまでとする。引用文献は、20 編までとする。  

  

４．投稿原稿の執筆要領  

(1) MS Word（ver.2010 以降）を使って日本語で作成する。数字及びアルファベットは原則として半角とする。  

(2) 数字は算用数字を用い、単位や符号は慣用のものを用いる。  

(3) 特殊な、あるいは特定分野のみで用いられている単位、符号、略号ならびに表現には簡単な説明を加える。  

(4) 異なる機関に属するものが共著である場合は、各所属機関に番号をつけて氏名欄の下に一括して示し、その番号を

対応する著者の氏名の右肩に記す。  

(5) 図、表および写真には図 1、表 1、および写真 1 などの番号をつけ本文とは別にまとめておく。表は表題とともに 1 枚

の用紙に 1 つとする（図、写真についても同じ）。図は凡例とともに原則としてそのまま掲載できる明瞭なものとする。

図表は、 Excel もしくは Power Point （どちらも ver.2010 以降）で作成する。写真は JPEG もしくは GIF データで提出

する。図、表、写真は、全て白黒印刷となるので、それを念頭に凡例などを作成すること。なお、Supplementary 

Information として、電子的補助資料（図、写真、表）を添付することができる。Supplementary Information は JACR の

会員用 Web ページにて公表する。  

(6) 引用文献の後に、英文 Summary を掲載することができる。採択された論文の英文 Summary は、図表とともに JACR 

のホームページに掲載される場合があることを承諾することが、英文 Summary を JACR モノグラフに掲載することの

条件となる。当誌への英文 Summary の掲載を希望する場合は、ローマ字による著者名と所属施設名と 400 単語以

内の英文 

Summary を、この順番で引用文献の後の頁に用意する。そして、図表およびその凡例とタイトルは、英語で作ること。

なお、英文 Summary は、専門家によるチェックを受けておくことが望ましい。  

(7) 引用文献の記載様式  

1) 文献は本文の引用箇所の肩に 1)
、

1
～

5)
、

1,3
～

5)と、引用する順に番号で示し、本文の後に一括して引用番号

順に記載する。文献の著者が 3 人までは全員、4 人以上の場合は 3 人目までを挙げ、4 人目以降は省略して、3 

人の著者名+『，他』とする（以下の例を参照）。英文の文献で著者が 4 人以上の場合は、3 人の著者名+『，et al.』

とする。  

2) 雑誌名はその雑誌が使用している略名がある場合は使用してもよい。  

3) 記載方法は下記のとおり。  

①  雑誌の場合 著者名．表題．雑誌名．発行年（西暦）；巻：頁‐頁．  

例 1：田中英夫，西山謹司，津熊秀明他．癌専門医療施設における放射線治療の動向．癌の臨床． 

2001 47：449-455．  

例 2：Tanaka H, Uera F, Tsukuma H, et al. Distinctive change in male liver cancer incidence rate between the 1970s 

and 1990s in Japan: comparison with Japanese-Americans and US whites.  

Jpn J Clin Oncol. 2007;37:193-196.  

② 単行本の場合 著者名．表題．編集名．書名．発行所所在地：発行所，発行年（西暦；）頁‐頁．  

例 3：雑賀公美子，松田智大，祖父江友孝．日本のがん罹患の将来推計．祖父江友孝，片野田耕太，味木和喜 



子，津熊秀明，井岡亜希子，編． がん・統計白書 2012．東京：篠原出版新社，2012；63‐82．  

例 4：Tanaka H. Prevention of cancers due to infection. Miller AB, eds.Epidemiologic studies in cancer prevention 

and screening. New York: Springer, 2012; 65-83.  

③ インターネットのサイトの場合 他に適切な資料が得られない場合は文献として使用してもよいこととする。この場

合は、サイト名とアドレスを簡潔かつ明確に記載するとともに、アクセスした年月日も付記すること。  

  

５．投稿方法次のファイルを下記メールアドレスまで電子メールに添付して送信します。  

(1) 送信するファイル  

1) タイトルページ、要旨、本文、引用文献、英文 Summary ページまでを通して頁番号を付したファイル。  

2) 図表は 1 点につき 1 つのファイル。  

(2) 送り先 日本がん登録協議会事務局 contact@npo-jacr.jp  

６．採択の方針投稿原稿の採否は、原則として peer review による査読プロセスを経て、JACR モノグラフ編集委員で審議し決

定します。採択決定の前に corresponding author に対し、revision を指示することがあります。  

  

７．著作権  

掲載された論文の著作権は、JACR に帰属します。二重投稿に関する責任は著者が負うものとします。  

  

８．その他、本規定に対する問い合わせは、事務局（contact@npo-jacr.jp ）まで。  

mailto:contact@npo-jacr.jp

